
6. 今後の課題

薄フィルム上無給電素子の積層による光伝導アンテナの
放射スペクトル制御の検討

1. 目的と背景

2. 設計手順

5. まとめ
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反射器：誘導性の素子
(I2が進み位相)

導波器：容量性の素子
(I2が遅れ位相)

：無給電素子の場所に依存する値
：無給電素子の長さに依存する値

①屈折率一様設計

・自由空間で解析
・屈折率で一様に規格化
→初期パラメータを導出
→実験系の考慮も必要

②全構造精密解析
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・屈折率を考慮して解析

→繰り返し補正
→設計パラメータを導出

3. 屈折率一様設計(反射器のみ)

テラヘルツ波帯（100 GHz ~ 30 THz）
・物質に対する透過性と直進性を有する
・物質固有の吸収スペクトル ・未開拓な周波数帯

0.33 THz単体ダイポール
アンテナ

4. 屈折率一様設計(八木・宇田構造)

・全構造精密解析を用いた設計パラメータの繰り返し補正を行う。
・実験による積層構造光伝導アンテナの遠方界のスペクトル強度を確認する。

・無給電素子による放射スペクトル制御の検討を行った。
・全構造精密解析に必要な初期パラメータを導出した。
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比較的高効率、広帯域

単体光伝導アンテナ

12
22③単色テラヘルツ波が発生

②キャリアが励起され、
過渡電流が発生

フォトミキサーとしての動作

目的

特定の波長に高感度をもつ
光伝導アンテナの設計
→フォトミキシングへの応用

① 2波長レーザ光やマルチモード
レーザダイオード光を
ダイポールのギャップ部に照射

キャリア生存時間：0.5 ps
実効屈折率：2.70

最大放射角度：+21.61 degrees

上面図

入力波形

レーザパルス半値幅：120 fs

0.26 THz単体ダイポール
アンテナ

0.18 THz単体ダイポール
アンテナ


